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　近年，教育界では心の問題に注目が集まっている．
その背景として，青少年をとりまく社会環境の変化に
よる，不登校，怠学，無気力などの問題行動が，頻繁
にみられるようになったことがあげられるといえる．
とりわけ，ここで取りあげる大学生においては特有の
アパシー状態が問題視されており，情緒的な引きこも
り，競争心の欠如，社会参加の欠如などの特徴が指摘
される．その原因として，近年の進学システムの低年
齢化や組織化はもとより，消費者として社会に従属す
る一方で，将来に対する自己決定を行わなければなら
ない時期にあるということもあげられよう．我々の関
心は，大学生と彼らをとりまく環境との適合度を最大
にすべく，問題の予防策と対応策を探求することにあ
る．
　さて，就学期にある青少年は一日の大半を学校生活
に費やすことになる．そこにおけるさまざまな心理的
ストレスは，彼らの問題行動を説明する最も大きな要
因として注目される．教育心理学などの分野では，日
常学校生活におけるさまざまな刺激状態を「学校スト
レス」1，12，ユ3，17）と捉え，青少年の問題行動や精神
衛生に対してアプローチを試みる研究が多く行われて
きている．学校ストレス研究の多くはLazarus＆
Folkman　4）が提唱する心理的ストレス理論を参考に
している．つまり，ストレッサーとストレス反応とを
直線的に理解するのではなく，生体と環境との問の相
互作用的な交渉の過程を重視するというものである．
先行研究には，ストレッサーやストレス反応，そして
コーピングなどの介在過程における諸要素それぞれに
注目した研究（例えば，長根6｝，岡安ら8｝，嶋田ら15》），
さらに諸要素間の関連性に注目した研究（例えば，福
岡・橋本2），神藤16），三浦・坂野5），尾関ら11），鴫
田14））がある．
　大学生を対象としたストレス研究では，尾関9・10｝
がトランスアクショナルな分析を可能とするため，ス
トレッサーとストレス反応との間に想定される媒介変
数を取り込んだ測定尺度「大学生用ストレス自己評価
尺度（the　Stress　Seif－Rating　Scale：SSRS）」を開発
している．これによりストレッサー，ストレス反応，
コーピングの3変数が測定可能となった．しかしなが
ら，ストレス反応とコーピングの尺度については因子
構造が明らかにされているものの，ストレッサー尺度
については各々の出来事がもたらす変化それ自体の大
きさに焦点があてられた為，その質についてはほとん
ど考慮されていない．つまり，これら3変数の関連性
を検討しようとする場合，どのような内容のストレッ
サーがどのようなストレス反応の表出を喚起しやすい
のか，あるいはコーピングが用いられやすいのかとい
った部分までは検討し難いということになる・また・
久田・丹羽3）も大学生の生活ストレッサーについて
検討しており，67項目からなる「大学生用生活体験尺
度（College　Life　Experiences　Scale：CLES）」を作成
しているが，こちらもストレッサーの重みに関心があ
り，内容の質については検討されていない．
　大学生のストレス過程を明らかにするためには，ス
　トレッサーとストレス反応，及びその間に介在する諸
変数を，個人と環境との関わりから相互作用的に検討
S’ c児教育学科　tt｝新潟工科大学
一57一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第37号　2000
する必要がある．そして，変数相互間の解釈を意味あ
るものにするためには，各変数を多面的に捉えること
が重要となる．つまり，大学生の日常生活に観察され
るストレッサー，あるいはストレス反応の特徴を検討
することなしに，ストレス過程に介在する諸変数との
関連性を多面的に評価することは囲難であると思われ
る．
　本研究では，女子大学生の日常生活に観察されるス
トレッサー，及びストレス反応の因子構造を明らかに
する．さらに，それらの評価に影響を及ぼすものとし
てソーシャルサポートに注目し，彼女らの住居形態の
側面から先の2変数との関連性についても検討する．
　　　　　　　　　方　　　　法
調査対象
　本学全学科1年生の体育実技履修者206人を対象と’
し，平戎U年6月に質問紙調査を行った．授業時閥を
利用した一斉調査で，無記名方式で実施した．記入漏
れや記入ミスのあったものを除き，有効回答者183人
（有効回答率8＆8％）を分析対象とした．
罰査材料
　ストレッサー尺度　CLES　3），　SSRS　9・10），岡安ら7）
のストレッサー尺度項目のうち嫌悪的な出来事を表す
項目を参考にした．ごれらについて内容が重複すると
思われるものは修正した．このような作業により，合
表1　女子大学生のストレッサー尺度因子構造
因子負荷量　経験率平均値標準偏差
　　Fl．仲間（5項目，寄与率＝23．9，α＝＝・84）　　　－
12．共通の趣味や関心事を持つ仲間が少ないと感じること
5．　一一緒に楽しめる仲間が少ないと感1）ること
27．まわりの仲間と接触が少ないと感Oること
22．仲問の話題についていけないごど
7．まわりの仲問が自分に理解を示してくれないこと
．809　　　　’49．7　　　1．24　　　圃2．04
．759　　　　62．8　　　1．54　　　2．13
．738　　　　62．3　　　L57　　　2。1i
．625　　　　　60．7　　　1．33　　　　1．85
．564冒　　　54．1　　　1．00　　　1．53
57．9　　　1．34 1．95
　　F2．自己の内的関心事く5項目，寄与率＝11．9，α＝．80）
23．自分の性格について考えること
18．自分は何をすべきかわからなくなること
30．自分の生きがいについて考えること
19．生活習慣にとまどいを感導ること
9．自分の能力・適性について考えること
．776
．722
．576
．572
．552
81．4　　　3；18
86．3　　　3．08
45．9　　　1．66
71．6　　2．06
79．2　　　2．85
3．20
2．94
2．62
2．57
2．78
72．9　　　2．57 2．89
　　F3．学力・授業（4項目，寄与率＝6．9，α＝．8◎）
3．授業の進行に付いていけないこと
11．授業内容が難じいと感じること　　’－
15．レポートなど課題を課されたりすること
21．先生の要求水準が自分には高すぎると感じること
．880
．790
．566
．483
80．9　　　2．74　　　　2．82
980．9　　　3．02　　　　3．06
87．4　　　2．87　　　2．62
62．3　　　1．73　　　・2．34
77．8　　　2．59 2．76
　　F4．教員（4項目，寄与率＝6．4，α＝．66）
23．先生に威圧感を感じること
2．先生から注意を受けること
25．先生に冷たくあしらわれること
4、先生力葦獲縫な態度をとること
．705
．551
，519
．507
44．8
36．6
24，6
44．8
1．00
0．64
（）．47
L◎8
1．80
L31
1．06
1　77
37．7　　　0．80 1．53
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計30のストレッサー項目が準備され，調査に用いた・
回答方法は，ストレッサー項目のそれぞれに対して・
大学入学後にその出来事を経験した頻度（「全くなか
った（0）」～「よくあった（3）」）と，その嫌悪性
（「いやでなかった（0）」～「非常にいやだった（3）」）
を，それぞれ4段階で評価するよう求めた．項目の得
点は，経験頻度，嫌悪性の両方を掛け合わせたものを
用いた．
　ストレス反応尺度’ssRs　9・　iO）▼から，ストレス反
応尺度35項目を用いた．回答方法1；1，ストレス反応項
目のそれぞれが示す感情・意識・行動の状態を大学入
学後どの程度経験したかを，5段階（「全くなかった
（0）～大体いつもあった，（4）」）で評価するよう求
めた．
　　　　　　　　結．　　果
因子構造
　ストレッサー　90％以上の学生において得点が0で
あった項目は認められなかった．そこで，ストレッサ
ーを表す全30項目に対レて，主因子法，及びバリマッ
クス回転により因子分析を行ったところ，固有値1以
上で，4因子が得られた．因子負荷量が0．4以下の項
目，及び複数の因子に大きく付加する項目を除去し，
4因子基準で再び主因子法，バリマックス回転による
分析を行った．その結果，4因子18項目が女子大学生
の生活ストレtr一サ」として抽出された．表1は，各因
子の寄与率，α係数，因子に含まれる項目と，その因
子負荷量，経験率，平均得点，及び標準偏差をまとめ
て示したものである．姦お，経験率とは各ストレッサ
ー項目において；得点1以上の回答をした女子大学生
の百分率である．
　第1因子に含まれる項目は，「12．共通の趣味や関
心事を持つ仲間が少ないと感じること」「5・マ緒に楽
しめる仲間が少ないと感じること」など，5項目で構
成されていた．したがって，この因子は「仲間」に関
する因子であるといえる（寄与率23．9％，α＝．84）・
第2因子に含まれる項目は，「23．自分の性格につい
て考えること」「18．自分は何をすべきかわからなく
なること」など，5頂目で構成されていた・したがっ
て，ごの因子は「自己の内的関心事」に関する因子で
あるといえる（寄与率11．9％，α＝．80）．第3因子に
含まれる項目は，「3．授業の進行についていけないこ
と」「11．授業内容が難しいと感じること」など，4
項目で構成されでいた．したがって，この因子は「学
力r授業」に関する因子であるといえる（寄与率
6．9％，α＝．80）．第4因子に含まれる項目は，「13．
先生に威圧感を感じること」「2．先生から注意を受け
ること」など，4項目で構成されていた．したがって，
この因子は「教員」に関する因子であるといえる（寄
与率6．4％，α＝．66）．
　以上抽出された4因子の累積寄与率は49．1％であっ
た．また各因子におけるα係難は，．66　一　．84と比較的
高い水準で，ストレッサーの下位因子は一貫性の高い
項目で構成されていることが示された．
　ストレス反応　ストレッサー同様，90％以上の女子
学生において得点が0であった項目は認められなかっ
た．そこで，ストレス反応を表す35項目に対して，主
因子法，及びバリマックス回転により因子分析を行っ
たところ，固有値1以上で5因子が得られた．因子負
荷量のO．4以下の項目，及び複数の因子に大きく付加
する項目を除去し，5因子基準で再び主因子法，バリ
マックス回転による分析を行った．その結果，5因子
’25項目が女子大学生のストレス反応として抽出され
た．表2は，各因子の寄与率，α係数，因子に含まれ
る項目と，その因子負荷量，反応出現率，平均得点，
及び標準偏差をまとめて示したものである．なお，反
応出現率とは各ストレス反応項目において，「たまに
あった（1）」以上の回答をした女子大学生の百分率
である．
　第1因子に含まれる項目は，「13．気分が落ち込み，
沈む」「1．悲しい気持ちだ」などの7項目で構成され
ていた．したがって，この因子は「抑うつ・不安」に
関する因子であるといえる（寄与率29．9％，α＝．88）．
　第2因子に含まれる項目は，「28．体がだるい」｝「30．
脱力感がある」などの7項目で構成されていた．した
　がって，この因子は「身体的疲労」に関する因子であ
　るといえる（寄与率＆4％，α＝．86）．第3因子に含
　まれる項目は，「15．いらいらする」「3．不機嫌で，
　怒りっぽい」などの4項目で構成されていた．したが
　って，この因子は「不機嫌・怒り」に関する因子であ
　るといえる（寄与率5．6％，α旨．81）．第4因子に含ま
　れる項目は，「27．呼吸が苦しくなる」「29．動悸がす
　る」などの5項目で構成されていた．したがって，こ
　の因子は「自立神経系の活動充進」に関する因子であ
　るといえる（寄与率5．1％，α＝．72）．第5因子に含
　まれる項目は，「19．話すことがいやでわずらわしく
　感じられる」「17．他人に会うのがいやでわずらわし
　く感じられる」の2項目で構成されていた．したがっ
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て，この因子は「認知・行動的反応」に関する因子で
あるといえる（寄与率3，8％，α＝．83）．
　以上，抽出された5因子の累積寄与率は52．8％であ
った。また，各因子におけるa係数は．72　一．88と比較
的高い水準で，ストレッサーの下位因子は一貫性の高
い項目で構成されていることが示された．
　各尺度の住居形態による差
　女子大学生のストレッサー，及びストレス反応の住
表2　女子大学生のストレス反応尺度因子構造
反応出現率平均値標準偏差
　F1．抑うつ・不安（7項目，寄与率＝29．9，α＝．88）
13．気分が落ち込みi沈む
1．悲しい気持ちだ　　　　1
4．泣きたい気分だ
7．さみしい気持ちだ
10．・i＞カSa音い
5．不安を感じる
14．気がかりである
，779．
．754
．726
．700
．626
．532
．503
88．0　　　1．81　　　1．16
85．8　　　1．69　　　　1．13
77．0　　　1．57－　　1．25
81．4　　　1．84　　　1．35
62．8　　　1．10　　　　1．16
92．3　　2．14　　　1．24
75．4　　　1．65　　　1．34
80．4　　　1．69 1．27
　F2．身体的疲労（7項目，寄与率＝8．4，α＝．86）
28．体がだるい
30．脱力感がある
26．体が疲れやすい
32．動作が鈍い
34．頭が重い
16．頭の回転が鈍く，考えがまとまらない
20．根気がない
．781
．756
．718
．687
．600
．513
．464
85．2　　　1．95
65．0　　　1．33
90．2　　　2．26
66．1　　　1．16
52．5　　　0．96
79．2　　　1．59
76．0　　　1．40
1．34
1．29
1．36
1．17
1．16’
1．23
1．16
73．5　　　1．52 1．31
　F3．不機嫌・怒り（4項目，寄与率＝5．6，α＝．81），
15．いらいらする
3．不機嫌で，怒りっぽい
6．怒りを感じる
9．憤まんがつのる
．726
．723
．628
。505
76．0　　　1．35
’71．0　　　1．19
69．4　　　1．09
56．7　　　1．00
1．11
1．11
1．02
1．16
68．3　　　1．16 1．10
F4．自立神経系の活動元進（5項目，寄与率＝5．1，α＝．72）
27．呼吸が苦しくなる
29．動悸がする
31．吐き気がする
33．胸部が締めつけられる感じがする
11．恐怖感をいだく
．740『
．579
．504
．499
．458
27．3
25．1
20．2
24．6
32．2
0．37
0．36
0．26
0．34
0．51
0．70
0．70
0．58
0．70
0．90
25．9　　　0．37 0．73
　　F5．認知・行動的反応（2項目，寄与率＝3．8，α＝．83）
・19．話すことがいやでわずらわしく感じられる
17。他人に会うのがいやでわずらわしく感じられる
??????? 48．1　　0．78
49．7　　　0．76
????）???
48．9　　　0．77 0．99
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図1　ストレッサー尺度の住居形態別の平均値とt検定結果
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　ストレス反応尺度の住居形態別の平均値とt検定結果
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居形態による差について検討するため，それぞれの下
位尺度毎に得点を算出し，t検定による比較を行った．
図1・2は，各尺度の住居形態別の平均得点，標準偏
差，及びt検定の結果を示したものである．
　ストレッサーに対しては，「学力・授業（t
［159】昌5．76，p＜．05）」「教員（t［159｝＝7．47，　p〈．Ol）」
において有意差が認められた．全ての下位尺度におい
て．家族と同居している女子学生よりも一人暮らしを
している女子学生の方が得点が高いことが示された．
また，「ストレッサー合計得点（t【159】＝5．39，p＜．05）」
においては，有意差が認められた．
次に，有意差が認められたストレス反応は，「自立神
経系の活動充進（t　［159】＝8．28，p＜．01）」であった．
「抑うつ・不安」「身体的疲労」「自立神経系の活動充
進」「認知・行動的反応」において，家族と同居して
いる女子学生よりも一人暮らしをしている女子学生の
方が得点が高いことが示された．また，・ストレス反応
合計得点においては，有意差は認められなかった．
　　　　　　　　　考　　　察
因子構造について
　ストレッサー　　「仲間」「自己の内的関心事」「学
力・授業」「教員」の4因子が抽出された．中学生を対
象とした調査7）では，「仲間」「学力・授業」「教員」
に関するストレッサーが同様に確認されている．これ
らの因子は，学校生活一般にみられるストレッサーで
あると推察することができる．また，「自己の内的関
心事」は，自己の探求，あるいは将来に対する不安，
どまどいといった，自己を客観視した際に表されるよ
うな内容といえる．自分の周囲との関係をもちながら，
自己の内面的な部分への関心も強いという，大学生に
特徴的な因子であると考えられる．各因子の経験率は
「教員」が37，7％である他はどの因子も50％を上回っ
ている．特に，「自己の内的関心事」「学力・授業」の
経験率，平均得点が高く，日常生活において多くの女
子大学生がストレッサーを感じていることがわかる．
　ストレス反応　SSRS　9・10）におけるストレス反応
尺度は，情動的側面（抑うつ，不安，怒り），認知・
行動的側面（情緒的混乱，引きこもり），身体的側面
（身体的疲労感，自立神経系の活動尤進）にわたる7
下位尺度からなっており，本尺度はそれらの内容を含
んでいることがわかる．つまり，抑うつと不安，情緒
的混乱と引きこもりが同一の因子としてまとまった他
は，基本的に同様の因子構造であったということであ
り，この結果は尾関9・　lo）の報告をおおかた指示して
いるといってよい．「自立神経系の活動充進」の反応
出現率が25．9％，「認知・行動的反応」の反応出現率
が4＆9％である他は，3因子とも反応出現率が60％を
上回っており，日常生活において多くの女子大学生が
何らかのストレス反応を表出していることが確認でき
た．
　各尺度の住居形態による差について
　一人暮らしをしている女子学生の方が家族と同居し
ている女子学生よりも，呼吸が苦しくなったり，動悸
がしたりという自立神経系の変調を起こしやすいこと
が明らかにされた．また，日常生活においても気分が
落ち込んだり不安を感じたりする気持ちになりやす
く，身体がだるくなったり疲れやすい傾向が示された．
一人暮らしは家族と同居している学生に比べ，家族の
サボートを得る機会が少なく，さらに進学による生活
環境の変化や，家事などの心理的負担が多く，ストレ
ス反応として表出すると思われる．逆に，同居してい
る学生は，常に家族の干渉を受けやすく，いらいらや
怒りっぽいというような傾向がある．
　一方，一人暮らしをしている女子学生は，自分の学
力が劣っていると感じることや，授業内容が難しいと
感じること，先生の態度や行動に対して不快感を表し
やすいことが明らかにされた．このことは，入学後の
生活の中で，大学での授業を受け，教員と接すること
で認知的評価に変化があらわれたことが考えられる．
そして，ストレッサーの合計得点からもわかるように，
総合的にストレスを感じやすいことが明らかにされ
た．この点に関しては，単に心理的変化の影響だけで
なく，家族を含めた生活環境を考慮に入れた検討が必
要と考えられる．また，学生へのサポートを考えると，
一人暮らしをしている女子学生に対しては，教員から
の威圧感を感じさせずに仲間や自己，学力に関する出
来事に対して，どのように援助していくかが重要と考
えられる．
　　　　　　　　　ま　と　め
　本研究の目的は，女子大学生の日常生活に観察され
るストレッサー，及びストレス反応の因子構造を明ら
かにするとともに，それらの評価に影響を及ぼすもの
としてソーシャルサポートに注目し，彼女らの住居形
態の側面から先の2変数との関連性を検討することで
あった．本研究により以下のことが明らかになった．
1）　因子分析の結果，女子大学生の生活ストレッサ
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　一として「仲間」「自己の内的関心事」「学力・授
　業」「教員」の4因子が抽出された．「自己の内的
　関心事」は，女子大学生特有の因子であると思わ
　れる．
2）　因子分析の結果，女子大学生のストレス反応と
　　して「抑うつ・不安」「身体的疲労」「不機嫌・怒
　　り」「自立神経系の活動充進」「認知・行動的反応」
　　の5因子が抽出された．
3）　一人暮らしをしている女子学生の方が家族と同
　　居している女子学生よりも，呼吸が苦しくなった
　　り，動悸がしたりという自立神経系の変調を起こ
　　しやすいことが明らかにされた．また，自分の学
　　力が劣っていると感じることや，授業内容が難し
　　いと感じること，先生の態度や行動に対して不快
　　感を表しやすいことが明らかにされた．
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